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医療情報取得加算及び医療ＤＸ推進体制整備加算の取扱いについて 

 

 このことについて、日本医師会より別添のとおり通知がありました。 

 令和６年８月 20 日付け保医発 0820 第１号により発出された標記通知により、令和６年

度診療報酬改定において新設された医療ＤＸ推進体制整備加算については、マイナ保険証

利用率により同加算１から３に再編され、10 月１日から適用されることになります。 

 なお、既に施設基準を届け出ている保険医療機関は改めて届出直しは不要とされており

ますが、マイナ保険証利用率により同加算１から３のいずれかを算定することになるほか、

マイナ保険証利用率が基準に満たない（５％未満※）場合、10 月１日から医療ＤＸ推進体

制整備加算を算定できないとされております。 ※令和 7 年１月 1 日以降は 10％未満 

 また、初診料の医療情報取得加算 1及び２、再診料の医療情報取得加算３及び４につい

て、令和６年 12 月１日からは「医療情報取得加算」と読み替えるとされ、１点を算定する

とされております。 

 つきましては、貴会におかれましてもご承知いただきますとともに、貴会関係医療機関

に対し、ご周知くださるようお願いいたします。 

 

 

 

〇参考：医療ＤＸ推進体制整備加算におけるマイナ保険証利用率の基準 

 医療ＤＸ推進体制整備加算１ 11点  令和６年10月１日から12月31日まで 15％以上 

                  （令和７年１月１日以降 30％以上） 

 医療ＤＸ推進体制整備加算２ 10点  令和６年10月１日から12月31日まで 10％以上 

                  （令和７年１月１日以降 20％以上） 

 医療ＤＸ推進体制整備加算３ ８点  令和６年10月１日から12月31日まで ５％以上 

                  （令和７年１月１日以降 10％以上） 












































































































